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分析結果の確認方法
（多面評価版）
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◼ 自己評価、他者評価（個別と平均）、統計評価の比較を確認できます。

［No.1］多面評価シート

2

①自己・他者・
統計の比較
チャート

※統計評価…適性検査のアンケートから統計分析で算出した分析値です。

②自己・他者
評価の誤差
ランキング

③評価項目の
資質内訳

※他者評価＝多面評価：メンバーから評価された数値。
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◼ ①自己・他者・統計の比較チャート

◼ ②自己・他者評価の誤差ランキング

［No.1］多面評価シート①②

3

①分析項目に対する、自己評価の結果、他者評価の結果（個別とその平
均）、統計評価の結果をチャート形式で表示されます。

ここでは、他者が自分のことをどのように評価しているかを知り、自己評
価と一致しているところ、ズレているところを確認します。
さらに、客観的な統計分析との比較して、自己評価と他者評価との一致や
ズレを考察します。

例①）自己評価と他者評価がズレているが、統計分析は自己評価に近いので、他者が自分
の内面に気づいていない。（または、自分が開示していない）

例②）自己評価と他者評価がズレているが、統計分析は他者評価に近いので、自分が自分
の特徴に気づいていないかもしれない。

①自己評価の結果と他者評価の平均の結果を比較して誤差（ズレ）のラン
キングで表示されます。

他者評価（多面評価）が自己評価よりも大きいほど上位に、自己評価が他
者評価（多面評価）よりも大きいほどは下位となります。

上位は自分が過小評価（または他者が過大評価）している項目、下位は自
分が過大評価（または他者が過小評価）している項目と捉えます。

評価の低い部分「弱み＝悪い」とは捉えず、裏側の強み部分にも意識を向けてく
ださい。 （例）慎重に行動するのが弱い → 果敢に行動できるのが強みPOINT
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◼ ジョハリの窓で自己評価と他者評価を比較して確認できます。

［No.2］ジョハリの窓シート
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＋

－

＋ －

③控えめな資質

④眠っている資質

①確信できる資質

②気づかれにくい資質

※ジョハリの窓とは...自分が知っている自分、他人が知っている自分を４つの窓（カテゴリ）に分類して理解することで、他人とのコミュニケーションを円滑にする、心理学ではよく使われているモデル（方法）です。
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◼ ①確信できる資質、②気づかれにくい資質、③控えめな資質、④眠っている資質

［No.2］ジョハリの窓シート①②③④
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①自他共に認める、確信できる資質（強み）の上位7位を自己評価と他者評価の分析
値とあわせて表示します。

自己評価と他者評価の合計値が高い順にランキングしています。自己評価も他者評価も強みと判断して
いる資質になるため、ここに表示される資質はほぼ間違いない強みと考えることができます。
≪算出方法の例≫ 自己評価58＋多面評価62＝120

②自分が思っているよりも、他人が認めていない資質の上位7位を自己評価と他者評価の分析
値とあわせて表示します。

自己評価から他者評価を引いた差が大きい順にランキングしています。自分は強みと考えているが、他
者評価はそれほど強みと分析していない資質になるため、その原因・理由を考えてみてください。
≪算出方法の例≫ 自己評価60-他者評価38＝22

③自分が思っているよりも、他人が認めている資質の上位7位を自己評価と他者評価の分析値
とあわせて表示します。

他者評価から自己評価を引いた差が大きい順にランキングしています。自分は弱みと捕らえているが、
他者評価はそれほど弱みとは分析していない資質になるため、その原因・理由を考えてみてください。
≪算出方法の例≫ 他者評価59ー自己評価34＝25

④自他共に認める、眠っている資質（弱み）の上位7位を自己評価と他者評価の分析値とあわ
せて表示します。

自己評価と他者評価の合計値が低い順にランキングしています。自己評価も他者評価も弱みと判断して
いる資質になるため、ここに表示される資質はほぼ間違いない弱みと考えることができます。
≪算出方法の例≫ 自己評価32＋他者評価35＝67

【注意】眠っている資質（弱み）が悪いわけではありません。弱みには必ず裏側の強みがあります。

②③の差が出ている部分に注目して、そのずれを自分で認識することが今後の
自己成長に繋がります。自分と他者との評価の差を知り、ギャップを埋めるこ
とで対人関係も円滑になります。

POINT

①確信できる資質

②気づかれにくい資質

③控えめな資質

④眠っている資質
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◼ 個別の他者評価が表示されると都合が悪い場合は、付属する「平均版」の
分析シートをご利用ください。

【参考】多面評価シート（平均版）
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個別の評価を隠します


